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「AI とともに考える小児科診療 ―生成 AI が支える臨床推論、

地域病診連携、新時代の医療―」 
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生成 AI は急速に進歩し、医療の現場でもさまざまな活用が始まっています。診療

においては、鑑別診断や見逃してはいけない所見の整理、患者さんへの説明、紹介状

の作成など、医師の思考や業務を支える道具として期待されています。本講演では、

発熱や腹痛、感染後の神経症状など、実際の小児科症例をもとに、生成 AI を臨床推

論にどのように活用できるかを具体的に紹介します。AI は診断を決めるものではな

く、鑑別を広げ、見落としを防ぎ、次に確認すべき問診や検査を整理する「対話相手」

として用いることが重要です。また、患者説明や紹介状、病診連携への応用について

も考えます。一方で、AI には誤った情報を生成する可能性があり、個人情報の取り扱

いにも注意が必要です。AI の回答をそのまま受け入れるのではなく、医師が根拠を確

認し、患者さんを診察したうえで最終的に判断することが不可欠です。AI を上手に活

用しながら、医師に求められる判断力、対話力、責任について考えます。 

 

 

 


